質疑回答内容公表

業務名　電子契約サービス導入
回答課　契約検査課
更新日　令和７年７月３１日
	№
	質疑受付日
	質疑内容
	公表日
	回答内容

	１
	令和７年７月２４日
	①貴庁では、建設工事に関連する契約を電子契約で実施する予定はございますでしょうか。

②予定がある場合、仕様書５電子契約サービスの要件（２）に記載の

「電子契約サービスが建設業法上義務付けられている建設工事請負契約に関する書面の交付を代替するシステムとして、建設業法施行規則（昭和２４年建設省令第１４号）第１３条の４第２項の技術的基準に適合していること。」という要件については、安心して建設工事に関連する契約にて電子契約を行うという目的から、令和 2 年に改正がされている現行法の技術基準に適合するという回答をグレーゾーン解消制度で取得していることが必須という認識でよろしいでしょうか？
③仕様書５電子契約サービスの要件（９）に記載の「試行導入の時期を目安に、 発注者 が署名依頼を行う際に、１契約案件につき１ファイル当たり５０MB 以上、かつ１契約案件につき合計２０ファイル以上で、合計１００MB以上をアップロードできること。」は公告日時点で無くてもよいのでしょうか？
	令和７年７月２８日
	①実施する予定です。
②グレーゾーン解消制度での回答を必須とはしていませんが、建設業法施行規則の技術的基準に適合したシステムである必要があります。
③お見込みのとおり、試行導入の時期を目安に容量の条件を満たしている必要があります。

	２
	令和７年７月２９日
	公告文の「入札方法」において、「業務実績調書を添付のうえ送信すること」とありますが、業務実績調書に記載される実績件数や内容は落札者決定の評価対象となるのでしょうか。それとも入札参加資格の確認等にのみ使用され、価格による落札者決定には影響しないものでしょうか。評価方法についてご教示ください。
	令和７年７月３１日
	業務実績調書は、入札参加資格の確認のみに使用するため、その実績の内容については、落札者決定における評価対象とはなりません。



